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お知らせ 

作者の言葉       

タイトル LIFE 
この絵もかなり長

い間、制作してき

ました。ほったらか

しの時もあります。 

今回、全体をグラ

インダーで削った

らいろいろなかた

ちが見えてきて、

大急ぎで描いて完

成しました。年月

の分、いろいろな

ものが重く重なっ

た感じです。 
F10号 板に油彩 

佐部利 典彦のアートギャラリー（83）   

                     岐阜県出身（1969～） 

2015年（平成27年）５月１日（業務企画部発行） 

当社は、ＨＳ財団の動物実験第三者認証施設です 

弊社では、聴覚脳幹反応（ＡＢＲ）検査を用いて、薬物の聴覚への毒性評価や難聴モデルを用い

た薬効試験を実施しています。今回は、第88回日本薬理学会で発表したマウスの加齢性難聴モ

デルについてご紹介します。 

次の学会において、企業展示を行います！ 
 

☆第12回 アジア栄養学会（ACN2015）・ 

  第69回日本栄養・食糧学会大会 合同大会 

  2015年5月15日（金）～17日（日）  

       パシフィコ横浜 
 

☆第42回 日本毒性学会学術年会 

  2015年6月29日（月）～7月1日（水） 

    石川県立音楽堂 B1F 

       「交流ホールおよびホワイエ」 

是非お立ち寄り下さい。 

マウスのマウスの加齢加齢性難聴性難聴  

C57BL/6Jマウスは聴力閾値が

上昇して難聴傾向を示します 。 

マウスのマウスのABRABR波形波形  薬物薬物による難聴の増悪による難聴の増悪  

３カ月齢のC57BL/6Jマウスを用いて、 

Furosemide と Cisplatin

を反復投与して、ABR

と病理検査で聴覚への

影響を確認しました。

その結果、薬物による

難聴発症時期の早期

化が確認されました。 

 

 

ABRABR評価実施可能な動物種評価実施可能な動物種  

  マウス、ラット、モルモット、イヌ、ネコ、ミニブタ 


